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チャレンジ地域
丸
ご
と
子
ど
も
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

静
岡
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｏ

す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
の
実
現
を
目
指
す

　

厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
「
２
０
１
９
年
国
民
生

活
基
礎
調
査
」
に
よ
る
と
、「
子
ど
も
の
貧
困
率
」

は
13
・
５
％
で
あ
り
、
約
７
人
に
１
人
の
子
ど
も
が

所
得
の
中
央
値
の
半
分
以
下
で
の
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力

開
発
機
構
）
加
盟
国
の
な
か
で
も
高
い
水
準
と
な
っ

て
お
り
、日
本
社
会
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

静
岡
市
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｏ

Ｌ
Ｏ
は
、「
す
べ
て
の
人
が
自
己
決
定
の
も
と
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
、
平
成

22
年
に
任
意
団
体
を
立
ち
上
げ
、
平
成
25
年
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
格
を
取
得
し
た
。
貧
困
問
題
に
つ
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
と
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を

活
か
し
な
が
ら
、
多
様
な
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

主
な
事
業
は
、
県
内
全
域
に
お
い
て
、
相
談
支
援

事
業
を
は
じ
め
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
、
一
時
生
活

支
援
事
業
、
中
間
的
就
労
支
援
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
運
営
す
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
で
は
、
企
業
や

個
人
か
ら
食
品
の
寄
付
を
募
り
、
自
法
人
の
み
で
食

料
支
援
を
通
じ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
行
う
の
で

は
な
く
、
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
行
政
や
社
会
福
祉
協
議

会
、
支
援
団
体
を
通
じ
て
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

利
用
者
と
相
談
機
能
を
担
う
支
援
者
が
信
頼
関
係
を

構
築
す
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
時
生
活
支
援
事
業
で
は
、
静
岡
県
富
士

市
に
「
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
ハ
ウ
ス
」
を
開
設
し
て
お
り
、

路
上
生
活
者
や
生
活
困
窮
者
に
対
し
、
一
時
的
に
利

用
で
き
る
住
居
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
就
労
や
自

立
に
向
け
た
包
括
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
出
せ
な
い
子
育
て
世
帯
の

発
見
と
支
援
に
取
り
組
む

　

同
法
人
は
、
令
和
元
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
地
域
丸
ご
と
子
ど
も
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
」
を
実
施
し
た
。

　

同
事
業
は
、支
援
が
必
要
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
せ
ず
に
い
る
子
育
て
世
帯
の
発
見
と
支

援
を
目
的
に
、
①
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
開
催
、
②

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
よ
る
無
人
相
談
を
き
っ
か

け
に
し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
、
③
食
糧
支
援
を
き
っ
か

け
に
し
た
相
談
援
助
の
実
施
、
④
援
助
者
育
成
講
座

の
開
催
な
ど
を
行
っ
た
。

　

事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
事
務
局
長
の

鈴
木
和
樹
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
支
援
活
動
で
は
、
相
談
者
や
フ
ー

ド
バ
ン
ク
の
利
用
者
は
50
～
60
歳
代
の
単
身
男
性
が

多
く
、
20
～
30
歳
代
の
子
育
て
世
帯
の
相
談
が
少
な

い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
か
ら
支
援
が
必
要
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
出
せ
ず
に
相
談
に
つ
な
が
っ
て
い
な

い
潜
在
的
な
子
育
て
世
帯
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
助
成
事
業
で
は
静
岡
県
島
田
市
に
お
い

て
地
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
相
談
機
能
の
整
備
や
食
料
支
援
を
通
じ

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
行

う
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）
は
、

国
庫
補
助
金
や
寄
付
金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障

害
者
な
ど
が
地
域
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
行
う
民
間
の
創
意
工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に

対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
特
定
非
営

利
活
動
法
人
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。

 WAM から ひと言

　支援が必要であるにも関わらず、
ＳＯＳを出せずにいる子育て世帯の
発見と支援を目的に事業を行いまし
た。ＡＩチャットボットによる無人
相談では相談に対する敷居を下げ、
支援が必要な子育て世代の掘り起こ
しに繋げることができました。
　また、相談機関と協働して食糧支
援を行った「しまだ夏休み子ども食
糧支援事業」では、参加した関係者
も多く、地域の支援ネットワークを
構築するうえで核となる取り組みと
なり、市の事業化に繋がりました。
地域の課題を明確に把握し、自治体
と連携して事業を実施している点を
評価します。
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た
相
談
援
助
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の

出
せ
な
い
子
育
て
世
帯
の
発
見
と
支
援
に
取
り
組
み

ま
し
た
」（
以
下
、「 

」内
は
鈴
木
事
務
局
長
の
説
明
）。

　

対
象
地
域
を
島
田
市
と
し
た
理
由
は
、
同
市
は
全

国
で
初
め
て
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
食
品
回
収
ボ
ッ
ク
ス

を
市
役
所
内
に
設
置
す
る
な
ど
、
地
域
課
題
に
対
し

て
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
む
風
土
が
あ
る

こ
と
、
人
口
が
約
10
万
人
と
他
地
域
の
参
考
と
な
る

モ
デ
ル
地
域
を
つ
く
る
こ
と
に
適
し
て
い
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

１
０
８
の
団
体
・
組
織
か
ら
な
る

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

　

地
域
の
連
携
体
制
づ
く
り
で
は
、
行
政
や
関
係
機

関
に
事
業
の
説
明
と
協
力
を
依
頼
し
、
島
田
市
の
福

祉
課
、
障
害
者
支
援
係
、
子
育
て
応
援
課
、
学
校
教

育
課
な
ど
の
行
政
に
加
え
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
教

育
委
員
会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
児
童
相
談
所
、
小
中

高
校
、
保
育
所
・
幼
稚
園
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

会
、
支
援
団
体
な
ど
、
１
０
８
の
団
体
・
組
織
か
ら

な
る
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
。

　

必
要
に
応
じ
て
開
催
し
た「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」

で
は
、
同
法
人
や
市
の
福
祉
課
、
社
協
が
中
心
に
な

り
、
議
題
や
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
メ
ン
バ
ー
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
情
報
や
課
題
の

共
有
を
図
り
な
が
ら
、
ケ
ー
ス
検
討
や
連
携
体
制
の

強
化
な
ど
を
行
っ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
相
談
機
能
を
整
備

　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
出
せ
な
い
子
育
て
世
帯
の
発
見
を
目
的

と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
相
談
機
能
の

整
備
で
は
、「
Ａ
Ｉ

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」

に
よ
る
無
人
相
談
の

シ
ス
テ
ム
を
試
験
導

入
し
、
相
談
に
対
す

る
敷
居
を
下
げ
る
こ

と
に
よ
り
、
支
援
を

必
要
と
す
る
子
育
て

世
帯
の
掘
り
起
こ
し

を
行
っ
た
。

　

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ

ッ
ト
は
、
人
工
知
能

を
活
用
し
た
自
動
会

話
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

助
成
事
業
で
は
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
機
能
に

近
い
独
自
の
シ
ス
テ

ム
を
開
発
し
た
。
使

用
方
法
と
し
て
は
、

利
用
者
は
入
力
画
面
で
住
ま
い
の
地
域
や
困
り
ご
と

な
ど
を
複
数
の
項
目
か
ら
選
択
も
し
く
は
テ
キ
ス
ト

入
力
し
、
質
問
に
回
答
し
て
い
く
こ
と
で
情
報
が
提

供
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。例
え
ば
、食
料

支
援
の
希
望
で
あ
れ
ば
、住
所
や
世
帯
数
、
子
ど
も

の
年
齢
な
ど
の
確
認
事
項
を
入
力
し
、
手
続
き
ま
で

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
で
解
決
が
難
し
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
同

法
人
や
社
協
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
リ
ン
ク
を
つ

け
、
送
ら
れ
た
メ
ー
ル
相
談
に
相
談
員
が
対
応
す
る

か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
よ
る
相
談
機
能
の
周
知
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同法人と島田市福祉課、社協を中心に、地域
の多様な団体・組織で構成する「ネットワー
ク会議」を毎週開催し、情報共有やケース検
討などを行った

特定非営利活動法人POPOLO
地域丸ごと子ども応援ネットワーク事業

令和元年度事業

助成額
571万4千円

【事業概要】
　支援が必要であるにも関わらず、SOSを出せずにいる子育て世帯の発
見と支援を目的に、行政や多様な関係機関と支援ネットワークを構築し、
ICTを活用した相談機能の整備や食料支援をきっかけにした相談支援を行
うほか、地域での見守りを担う支援者の育成講座を実施する事業

【実施内容】
◆�ネットワーク会議の開催
行政をはじめ、多様な関係機関で
構成する支援ネットワークを構築
し、情報共有やケース検討、連携
体制の強化などを行うネットワー
ク会議を開催

◆ �AI チャットボットによる無人相
談をきっかけにしたアウトリーチ
ＩCT を活用した無人相談の仕組
みを試験導入し、相談に対する敷
居を下げることにより、支援を必
要とする世帯の掘り起こしを行う

◆�食料支援をきっかけにした相談援
助の実施
支援を必要とする子育て世帯に対
し、食料支援をきっかけに関係性
をつくりながら、構築した支援ネ
ットワークにより具体的な支援を
実施

◆�援助者育成講座の開催
地域での見守りなどを担う援助者
の育成を目的にした講座を開催

事業概要

【成果】
◆支援体制では、島田市福祉課、
子育て応援課、障害者支援係、
学校教育課などの行政をはじ
め、社協、教育委員会、ハロ
ーワーク、小中高校、保育所・
幼稚園、民生委員・児童委員
会、支援団体など、108 の
団体・組織からなる支援ネッ
トワークを構築した

◆AI チャットボットによる相談対応は 164 件の相
談があり、支援を必要とする子育て世帯の掘り起こ
しにつながった

◆食料支援をきっかけにした相談援助では、480世
帯（AI チャットボット等の相談を通して食料提供
した 137件を含む）に食料を提供し、ネットワー
ク会議でケース検討を行いながら、支援チームによ
る相談援助を実施した

▼
　事業の波及効果として、実施した「しまだ夏休み子
ども食糧支援事業」が島田市の事業化につながったほ
か、これまで島田市と社協で開催していた生活困窮者
自立支援調整会議に構築した支援ネットワークの仕
組みが活用されている
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方
法
と
し
て
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
記
載
し
た
名
刺
サ

イ
ズ
の
相
談
カ
ー
ド
を
作
成
し
た
。

　
「
紹
介
カ
ー
ド
は
、
行
政
や
社
協
で
は
な
く
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

道
の
駅
な
ど
、
よ
り
生
活
に
近
い
場
所
に
設
置
し
ま

し
た
。
行
政
や
社
協
に
相
談
に
行
け
な
い
人
た
ち
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
で
す
。
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、

島
田
市
か
ら
課
長
名
で
協
力
を
依
頼
す
る
文
書
を
出

し
て
い
た
だ
き
、
大
手
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
の
協
力

の
も
と
、
市
内
全
店
舗
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
相
談
者
の
な
か
に
は
『
生
活
に
困
窮

し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
く
な
い
』
と
考
え
る
人
が
少

な
く
な
い
た
め
、
紹
介
カ
ー
ド
の
裏
面
に
は
食
料
の

寄
贈
を
募
る
文
書
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
紹
介
カ

ー
ド
を
手
に
取

る
心
理
的
な
敷

居
を
下
げ
、
ス

テ
ィ
グ
マ
を
生

ま
な
い
よ
う
配

慮
し
ま
し
た
」。

　

助
成
期
間
中

の
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
に
よ

る
相
談
件
数
は

１
６
４
件
あ
っ

た
。
相
談
者
は

若
い
年
齢
層
の

女
性
が
大
半
を

占
め
、
支
援
が

必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
せ
な

か
っ
た
子
育
て
世
帯
の
掘
り
起
こ
し
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
。

食
料
支
援
を
通
じ
た
相
談
援
助

　

食
料
支
援
を
き
っ
か
け
に
し
た
相
談
援
助
の
実
施

で
は
、
食
料
支
援
を
通
じ
て
利
用
者
と
関
係
性
を
構

築
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
で
の
ケ
ー
ス
検
討
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
同
法
人
や
市
の
福
祉
課
、
社
協
を

中
心
に
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー
が
、
利
用

者
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
あ
わ
せ
た
チ
ー
ム
を
編
成

し
、
見
守
り
を
含
め
た
継
続
的
な
支
援
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
夏
休
み
子
ど
も
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
学
校
の
給
食
が
な
く
な
る
夏
休
み
期
間
に
、

子
育
て
世
帯
に
対
し
て
、
社
協
や
行
政
な
ど
相
談
機

関
と
協
働
し
な
が
ら
食
料
支
援
を
行
う
「
し
ま
だ
夏

休
み
子
ど
も
食
糧
支
援
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　

相
談
機
関
と
協
働
し
て
食
料
支
援
と
相
談
支
援
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の
長
期
休
暇
中
の
生
活

を
支
え
る
と
と
も
に
、
子
育
て
世
帯
と
相
談
機
関
の

信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　
「
夏
休
み
子
ど
も
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な

特
色
は
、
ス
テ
ィ
グ
マ
に
配
慮
し
て
生
活
困
窮
に
限

ら
ず
、
食
料
支
援
を
希
望
す
る
す
べ
て
の
世
帯
を
対

象
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
教
育
委
員
会
や

学
校
、
保
育
関
係
者
か
ら
『
生
活
に
困
窮
す
る
特
定

の
個
人
や
世
帯
に
声
を
か
け
る
の
は
難
し
い
』
と
い

う
意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

食
料
支
援
を
希
望
す
る
全
世
帯
を
対
象
に
す
る
こ
と

で
、
協
力
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
が
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
共
感
し
て
参
加
さ
れ
た
関
係
者

も
多
く
、
地
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

う
え
で
核
と
な
る
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
」。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
広
報
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
や
学
校
・
保
育
関
係
者
を
通
じ
て
案
内
チ
ラ
シ
を
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AI チャットボットを活用し
た相談機能の入力画面

AI チャットボットによる相談機能を周
知するため、コンビニやショッピング
センターなどに相談カードを設置

地域丸ごと子ども応援ネットワーク事業の
概要図

john
WAM PDF用



●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

�お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ
配
布
し
た
ほ
か
、
島
田
市
の
全
面
的
な
協
力
に
よ
り

市
内
全
戸
配
布
を
実
現
し
た
。

　

食
料
支
援
の
実
績
は
、
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を

通
じ
た
掘
り
起
こ
し
や
、
夏
休
み
子
ど
も
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
申
請
件
数
１
５
０
件
の
う
ち
、
辞
退
者

を
除
く
１
３
７
世
帯
）
を
含
め
、
４
８
０
世
帯
に
食

料
提
供
を
行
い
、
そ
の
後
の
継
続
的
な
相
談
支
援
に

つ
な
げ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
助
成
事
業
で
は
、
地
域
で
の
見
守
り

な
ど
を
担
う
援
助
者
の
育
成
を
目
的
に
し
た
「
援
助

者
育
成
講
座
」
を
開
催
し
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

を
中
心
に
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
幼

稚
園
・
保
育
所
の
園
長
・
所
長
、
行
政
職
員
な
ど
延

べ
３
０
８
人
が
受
講
し
た
。

　
「
講
座
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
会
合
や
幼

稚
園
・
保
育
所
の
園
長
会
・
所
長
会
、
行
政
の
研
修

会
な
ど
で
時
間
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
、
食
料
支
援

を
入
り
口
に
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
技
法
や
当

事
者
へ
の
関
わ
り
方
な
ど
、
社
会
福
祉
士
が
学
ぶ
よ

う
な
専
門
用
語
の
多
い
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
し
た
。
地
域
で
の
見
守
り
を
意
識
し
た
援
助
者

の
育
成
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。

「
し
ま
だ
夏
休
み
子
ど
も
食
糧
支
援
事
業
」が

市
の
事
業
化
に

　

助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
は
、
地
域
の
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
多
様
な
組
織
が
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な
か
っ

た
子
育
て
世
帯
を
発
見
す
る
と
と
も
に
、
支
援
体
制

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
地
域
の
多
様
な
人
た
ち
が
、
相
談
に
対
し
て
自

分
ご
と
の
よ
う
に
捉
え
て
支
援
に
関
わ
っ
て
く
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
相
談
件
数
も
増
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
の
影
響
も
あ
り
、
明
確
な
数
値
化
は
難

し
い
の
で
す
が
、
助
成
事
業
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

社
協
で
は
17
％
の
新
規
の
掘
り
起
こ
し
が
で
き
た
と

試
算
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
助
成
事
業
終
了
後
は
、

夏
休
み
子
ど
も
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
施
し

た
『
し
ま
だ
夏
休
み
子
ど
も

食
糧
支
援
事
業
』
が
、
市
の

事
業
化
に
つ
な
が
っ
た
ほ

か
、
こ
れ
ま
で
島
田
市
と
社

協
で
開
催
し
て
い
た
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
調
整
会
議
の

場
に
、
今
回
の
事
業
で
構
築

し
た
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

仕
組
み
が
活
用
さ
れ
る
と
い

う
波
及
効
果
も
生
ま
れ
て
い

ま
す
」。

　

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、
連
携
を
図
り
な
が

ら
支
援
を
必
要
と
す
る
世
帯

の
発
見
と
支
援
を
行
う
同
法

人
の
取
り
組
み
が
全
国
に
広

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　助成事業では、多様な組織で構成す
る支援ネットワークを構築することが
できましたが、協力関係の作り方や円
滑に連携を進めていくためには、互い
の考え方やポリシーは多少異なります
ので、それを乗り越えて尊重しあうこ
とは大事だと思います。
　私たち NPO は、「どうして行政は動いてくれないのか」と
いうように対立構造で始まるケースも少なくありませんが、
どうしたら協働できるのか、一緒にできるポイントを探して
いく必要があります。
　今回の事業では、教育委員会に「夏休み子ども応援プロジェ
クト」の取り組みにより就学援助を受給する世帯が少なくな
る可能性があることを提案することで全面的な協力につなが
りました。「よい取り組みだから協力してください」というの
ではなく、双方にとってメリットとなるようなアプローチの
仕方が重要だと考えています。

特定非営利活動法人 POPOLO

事務局長　鈴木  和樹氏

双方のメリットになるアプローチ

〒420−0868　静岡市葵区宮ヶ崎町 53 番地　2 階
T E L： 054−254−5718
T E L： 054−577−8565
U R L： http://npo-popolo.org/
設　立：平成 25 年（任意団体：平成 22 年）
理事長：望月　健次

◆団体概要
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480 世帯への食料支援をきっかけ
に関係性をつくりながら相談支援
を実施した
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